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[主な記事] 
○ 天浜線応援プロジェクト・企画イベント列車に180人が参加 
○ 東日本大震災被災者とのふれあい交流イベントを実施 
○ 会員団体等の活動紹介   
○ おしらせ    ・天浜線写真展の開催 ・婚活列車の参加者とスタッフの募集 ほか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 天浜線文化財めぐるーと2011 =第1回= [23.11.19(土)] 
 

 

 

 

 

 

 

 

２ 歌と沿線かたりべ列車2011  [23.12.17(土)] 

 

 

 

 

 

 

 

 

天浜線応援プロジェクト 

企画イベント列車に180人が参加 

人と地域と時代をつなぐ 

天浜線サポーターズクラブは… 
一人ひとりがその真情に基づいて 

天竜浜名湖鉄道を盛り立て、支えていく市民組織です 

○ 「地域」の貴重な財産である天浜線の維持発展を支援します 
○ 「地域」の魅力を再認識し、さらに磨き上げていきます 
○ 会員相互の協力と連携の絆を創造し、「地域」の活力を育ん 
でいきます 

○ 趣旨に賛同する幅広い方々の参加をお誘いします 

天浜線サポーターズクラブ情報紙 

激しい風と雨の中での開催でした
が、大変熱心に、施設の見学してい
ただきました。 
桜木駅では、思いがけない歓迎パ
フォーマンスとプレゼントに感激してい
ました。 
参加 45人(大人42人、子ども３人) 

天浜線サポーターズクラブでは、天浜線応援プロジェクトとして、平成23年11月19日(土)の「天浜線文化財めぐ
るーと 2011」をはじめ、４回の「イベント列車」を企画しました。多くの方々のご理解とご協力により、ほぼ満席となる延
べ180人の参加をいただき、盛況のうちに実施することができました。 
この取組みにより、改めて、天浜線の魅力を参加者にご理解いただくとともに、マスコミ等を通じ、地域からの天浜
線応援の気持ちを、幅広く内外にアピールできたものと思います。 
当サポーターズクラブにとっても、今回の取組みは、クラブ設立の目標について、改めて考える機会となりました。 
引き続き、市民の立場から、天浜線の維持発展への支援と、地域の魅力を活かした地域づくりのための活動に取り
組んでまいります。多くの皆様の格別のご理解とご支援をよろしくお願いいたします。 

ガイド経験豊かな服部和子さんのステキな歌声と語りに、車内は
終始和気あいあい、楽しく過ごしていただきました。 
参加 44人(大人44人) 

鶏に扮した歓迎パフォーマンス(桜木)
ゆで卵のプレゼントに感激！！ 
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３ 天浜線文化財めぐるーと2011 =第2回=  [23.12.18(日)] 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 天浜線クリスマス列車2011     [23.12.25(日)] 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮口駅に「ミニ図書館」開設(宮口まちおこしの会) 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

 

会員団体等の活動から   －会員団体の活動のごく一部を紹介します－ 

ガイドの加藤雅子さんのユーモアを交えたわかりやすい説明に、参加者は
大いに知的刺激を受けたようでした。 
「改めて、ゆっくり見て回りたい」「身近にこんなにすばらしいものがあるなん
て…」「みんなにもっとＰＲしたい」など、天浜線の文化的価値の高さと豊富さに
感心しきりの様子でした。 
参加 49人(大人 49人)

「企画イベント列車」最終日は、クリスマスイベ
ント。ツリーとイルミネーションで飾られた車内
は、クリスマスムード一色。トンネルに入るたびに
輝く光に、歓声が上がっていました。 
天浜線グッズなどたくさんのプレゼントも用意
され、まつちよさんの歌とお話、じゃんけん大会な
どで盛り上がりました。 
障害をお持ちの子どもさんと４人で参加された
ご家族からは、「普段外出できる機会がないが、こ
んなに楽しそうに喜ぶ子どもの顔が見られて本当
によかった」と感謝の言葉をいただきました。 
参加 42人(大人 32人、子ども 10人) 

宮口まちおこしの会は、10月30日(日)、
駅の待合室に、ミニ図書館「あらたま文庫」
を開設しました。 
 会員に呼び掛けて集められた本は、純文
学から、歴史小説、ミステリー、マンガ、絵
本などバラエティーに富んでいます。列車
の待ち時間に読んだり、借りて車内に持ち
込んだりと、誰でも自由に利用することがで
きます。 
また、この日は、プランターの花の植え
替えも行われました。 

参加者全員で記念撮影 

参加者全員で記念撮影 

原谷駅にあるスカイツリーの 1/100
サイズのイルミネーションタワー
(6.34m)。ぽっぽ屋原谷会が設置 
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東日本大震災被災者とのふれあい交流イベント  
福島県などから避難の７家族37人を招待 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本一長い？手作りベンチを設置(ぽっぽ屋原谷会) 
 
 

 

 

 

 

                                 駅の環境整備に取り組む(ぽっぽ屋桜木会) 

 

 

 

 

平成23年８月２日(火)、当クラブは会社と共催で、天竜二俣駅に東日本大震災の被災家族を招待して、「ふ
れあい交流イベント」を行いました。 
この日参加したのは、福島県いわき市、南相馬市、双葉町、飯館村や、宮城県山元町などから避難して、天
浜線沿線の５市１町で生活する７家族37人(大人21人、子ども16人)。 
参加者からは、「ばらばらになっていた家族が、今回のイベントを機に、震災後初めて集まることができた」と
開催への感謝の言葉もいただきました。また、解散時に、それぞれの連絡先を交換する様子も見られました。 

手づくり風車を飾るなど、駅の環境整備に取り組むぽ

っぽ屋桜木会は、ホーム脇にスマイル花壇を整備し、

芝桜を植えました。春が楽しみです。 
また、11月19日(土)、桜ヶ丘中学校ソフトボール部

の17人の部員が、駅舎を清掃しました。 

ぽっぽ屋原谷会は、原谷駅の下りホームに、長さ 

10.7m の木製ベンチを設置しました。枕木５本をつ

なぎ、輪切りの丸太に載せた、手作り感溢れる素朴

なもの。ぬくもりがあって、座りやすいと大好評。 

参加者らは、文化財となっている鉄道施設に興味
津々。また子どもたちは、転車台への乗車体験に大歓
声を上げていました。 
運転席にすわり記念撮影した写真を缶バッチにして
プレゼンしたほか、地元のタレント「まつちよさん」のミニ
ライブでは、全員で声を合わせて歌を歌ったり、またプ
ラレールで遊んだりと、楽しく過ごしていただきました。 

日本一長い？ベンチと 駅を見守るトトロの親子 

当クラブからは、会員(ぽっぽ屋
桜木会)などのほか３人の高校生
ボランティアも参加して、手作りの
プレゼントをしたり、運営のお手伝
いをしました。 
 

転車台に興味津  々

元気一杯のまつちよさんのライブ。子どもたちに人気のはままつ仮面88も参加
しました 

クラブ会員(ぽっぽ屋桜木会)と高
校生ボランティア 
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婚活列車の参加者と運営ボランティアスタッフの募集  24. 3.31(土) 

天浜線写真集 「二俣線の詩Ⅲ」 

天浜線サポーターズクラブ事務局  浜松市天竜区二俣町阿蔵114番地の2 天竜浜名湖鉄道株式会社内  
～乗って護ろう！天浜線～        TEL・FAX： 053-449-2738 携帯TEL：090-9020-9310  文責 田澤 

天浜線写真展の開催   大隅祐司郎さんと今田浩代さんのコラボ展覧会 

天浜線 文化財オーナーの募集      既に定員に達した駅も・・・お急ぎください!! 

サポーターズクラブ会員の大場正昭さん(袋井市)から、お誘いとお願いです。 

○リラックスして楽しめる婚活イベントを開催します。豊かな自然の中で、和気あいあいと楽しく過ごしながら、素

敵な相手を見つけませんか。 

・日時  3月31日(土) 午前10時～午後4時、・集合場所  掛川市役所駐車場 

・場所  天竜浜名湖鉄道 天竜二俣駅周辺（浜松市天竜区）  

・対象  20歳以上の方、男女各15人（先着順）、女性大歓迎！！男性は既にキャンセル待ちのようです。

・参加料  3,000円（運賃、昼食代ほか）  

・内容  天浜線 天竜二俣駅・登録文化財見学、お花見ランチ、二俣駅周辺散策ほか（雨天時は変更）  

・申込方法  前日までに、電話または、Eメールで住所、氏名、年齢、性別、電話番号を申し込み 

・申込み・問合せ  「わんすてっぷ」遠州婚活支援実行委員会事務局 門名さん  

☎ 0538-84-7887   メール onestep.konkatsu@gmail.com

サポーターズクラブ会員の村木勝義さんが、国鉄二俣線にＣ58 型蒸

気機関車が走っていた時代の写真を集めた写真集を発行しました。  

昭和の懐かしい風景が、ＳＬとともに写し込まれているほか、巻末に列

車ダイヤ表や機関車運用表などの資料も多数収められています。 

「天浜線の数多くの登録有形文化財の鉄道遺産をめぐる時、ぜひこの

写真集もいっしょに携えて行っていただければ、より一層興味深く楽しい

旅になることでしょう」 と、村木さん。 

発行は、静岡新聞社。Ｂ５変形版、120 ぺージ、オールモノクロで、定

価 2,100円です。  

天浜線サポーターズクラブ会員の写真家、大隅祐司郎さんと今田浩代さんの写真展が、 

磐田市と湖西市で開催されます。 

(1)磐田市  

｢二俣線への想いと天浜線｣(仮題) 

   平成24年２月24日(金)～ ３月４日(日) 

磐田市コミュニケーションセンター(ららぽーと磐田内) 

(2)湖西市 

 「写真でよみがえる二俣線の想い出 

 そして、こんにちは 天浜線」(仮題) 

・第１回 平成24年３月６日(火)～ ３月16日(金) 

湖西市立西部公民館ロビー 

・第２回 平成24年３月16日(金)～ ３月26日(月) 

湖西市役所ロビー 
今田浩代さんの作品 
(浜名湖佐久米) 

大隅祐司郎さんの作品 
(二俣線最後のＳＬ) 

天竜浜名湖鉄道㈱は、天浜線の貴重な文化財資源の修繕維持費に当て

るため、天浜線11駅の｢文化財オーナー｣を募集しています。 

1口3,000円で、各駅80人の募集ですが、既に定員に達している駅も出

ています。オーナーになると、文化財プレート記念碑に２年間、名前が掲出さ

れます。  

問合せは ０５３－９２５－２２７６(営業課)へ。

文化財プレート(写真は遠江一宮駅) 


